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Ⅲ 愛知県の特徴と市町村合併の動向 

 
【データからみる愛知県の特徴】（資料編１） 

○ 「人口」は７１２万３千人（平成１４年１０月推計人口）で、全国４

７都道府県中、東京都、大阪府、神奈川県に次いで第４位。全国平均は

約２７０万人。 
○ 「財政力指数」は、０.８３４（１１～１３年度平均）で東京都に次い

で２番目に高い。次に高いのは神奈川県で０.７５３。全国平均は０.４
０５。 

○ 「県内総生産」は、３３兆５,５７５億円（１２年度）で東京都、大阪

府に次いで全国第３位。これは、当時の為替レートによると、主要国で

は、オランダやスイス、アメリカではミシガン州（全米第９位）に匹敵

する規模。 
○ 「昼夜間人口比率」は１０１.６で、東京都（１２２.０）、大阪府（１

０５.９）に次いで高い方から３番目（１２年国勢調査）。「県外からの流

入人口」は１９万１千人で、うち岐阜県からが６３.４％（１２万１千人）、

三重県からが２４.２％（４万６千人）、静岡県からが５.６％（１万１千

人）となっている。一方県外への流出人口は７万７千人で、岐阜県へが

５３.４％（４万１千人）、三重県へが１８.３％（１万４千人）、静岡県

へが１６.７％（１万３千人）となっている。 
○ 「県内の市町村数」は８７（うち市３２、町村５５）。１５年４月１日

現在（８８市町村）では、全国で兵庫県と並んで多い方から１０番目。

うち市は多い方から６番目、町村は全国平均（５３町村）に近い数とな

っている。 
○ 市の平均人口は１９万１千人（１２年国勢調査）で多い方から６番目、

町村の平均人口は１万９,６００人で、５番目である。また、市（政令指

定都市を除く）の財政力指数は０.９９、町村の財政力指数は０.７６（１

１～１３年度平均）で、市、町村とも全国平均（市０.６６、町村０.３
３）を大きく上回る。 

○ 県内の人口に占める政令指定都市の人口の割合は３０.３％（１４年３

月住基人口）で、政令指定都市を抱える１１道府県のうち、低い方から

５番目である（最も高いのが神奈川県の５５.２％）。なお、中核市、特

例市までを加えた特例扱いを受ける市の人口割合は５３.３％で、１１道

府県中高い方から数えても低いほうから数えても６番目である。 
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【愛知県における市町村合併の動向】 

○ 愛知県内の市町村数の推移は以下のとおり。 
＊明治初期 約３，０００ 
（明治２１年市制及び町村制公布） 
＊明治２３年 ６５０弱 
＊明治４０年４月 ２６７（２市７１町１９４村） 
＊昭和２８年１０月 ２１７市町村（１３市８３町１２１村） 
（昭和２８年１０月町村合併促進法） 
＊昭和３１年９月末 １１１市町村（２１市５７町３３村） 
＊昭和４５年４月 ８８市町村（東加茂郡松平町が豊田市に編入） 
＊平成１５年８月２０日 ８７市町村（３２市４５町１０村） 

（赤羽根町が田原町に編入・市制施行） 
○ 愛知県内では、１４年度から、市町村合併の取組が急速に広がり具体

化している。１６年３月１５日現在で、市町村合併特例法に基づく「法

定協議会」が８地域計３０市町村、「任意協議会」が３地域１１市町で設

置されている（法定協構成市町村数は県内市町村数の３４％、任意協を

加えると４７％）。 
○ この中には、事実上協議会の廃止や協議会からの離脱を決めたところ

がある一方で、別の地域においては、新たな枠組みで合併協議を始めよ

うというところもあるなど、流動的な状況である。 
 
 


